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一
ハ

嚇
弘
維
塞
即
空
梅
熊
垂
染
四
歳
の

糞
鴬
一
徹
朧
雲
教
指
醤
を

ロ
０
コ
。
叩
。
昼
■
■
の
一
一
４
▽
。
。
申
■
■
■
■
。
▲
○

著
氾
て
以
降
曾
鍔
一
帯
伝
擶
語
汎
唐

ず
ろ
ま
で
里
（
蝉
間
職
空
白
の
時

期
と
言
わ
れ
て
き
ま
し
弊
尭
．
モ
の

↑
《
聖
隊
期
間
感
弘
溌
大
師
空
海
自
身

の
言
蕊
に
よ
つ
淀
沙
山
罹
噴
溺
ら

が
に
し
た
い
堂
忠
い
蕊
子
や

①
な
ぜ
命
が
け
壷
入
唐
蚕
決
意
さ

れ
た
の
か
？
‐

弘
法
大
師
空
海
が
唐
か
ら
請
来

し
た
畠
茶
羅
な
ど
の
傷
み
が
著
し

く
な
っ
た
の
で
、
慨
復
陛
て
い
ま

し
た
が
墓
ワ
々
く
完
成
し
、
そ
の

開
眼
法
要
命
坐
仁
十
二
年
冗
二
ご

難
蕊
謹
畿
瀦

造
る
顕
漁
邑
（
南
牲
霊
集
』
）
に
、

識
謝
騨
菖
寵
此
の
瀦
門
を
得

た
り
。
幻
に
臨
獅
で
心
疑
し
。
識

ｖ

ｆ

．

６

６

９

。
■
Ｆ
や
訊
０
己
。
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告 ､又

香
川
威
徳
院
住
職
坂
田
知
應

鰯
を
尋
ね
ん
こ
と
を
願
う
。
』

（
私
の
心
が
通
じ
た
の
で
あ
ろ
う

か
、
真
言
の
深
妙
齢
教
え
に
接
す

る
こ
と
泳
で
き
た
。
し
か
し
、
経

文
を
諭
し
て
も
、
一
向
に
理
解
で

き
な
い
そ
こ
で
教
え
を
求
め
て

中
国
を
訪
れ
よ
う
と
心
に
堅
く
誓

い
ま
し
た
。
）
の
文
章
か
ら
入
唐

す
る
目
的
を
具
体
的
に
知
る
こ
と

が
で
き
ま
す
○

弘
法
大
師
空
海
は
、
南
都
で
研

鍛
さ
れ
て
い
た
時
に
秘
門
、
恐
ら

く
『
大
日
経
』
を
読
ん
で
も
理
解

で
き
な
か
っ
た
の
で
す
。
こ
の

『
大
日
経
』
は
、
無
行
が
イ
ン
ド

で
入
手
し
中
国
へ
伝
え
た
も
の
に

善
無
畏
が
イ
ン
ド
か
ら
持
参
し
た

『
大
日
経
供
養
次
第
法
」
を
合
わ

せ
て
七
二
四
年
に
漢
訳
し
た
も
の

で
す
。
そ
の
天
日
経
供
養
次
第

法
』
に
は
梵
語
を
音
訳
し
た
雪
雲
言

恥 f

1，＆

が
説
か
れ
て
い
た
た
め
、
当
時
の
来
、
運
学
生
。
留
学
生
は
事
務
官

弘
法
大
師
空
海
に
は
い
く
ら
論
し
が
乗
船
す
る
第
二
船
に
乗
る
べ
き

て
も
理
解
で
き
な
か
っ
た
の
で
す
。
な
の
で
す
。

そ
れ
を
南
都
の
学
僧
た
ち
に
尋
ね
ま
た
、
弘
法
大
師
空
海
は
弘
仁

て
も
誰
も
教
え
て
く
れ
な
か
っ
た
十
二
年
（
八
二
二
の
法
要
の
願
文

の
で
そ
こ
で
入
唐
す
る
決
意
を
の
中
で
『
人
の
願
い
美
順
一
叉
大

し
た
の
で
す
。
入
唐
す
る
に
は
造
唐
に
入
る
こ
と
を
得
た
り
。
』

唐
使
船
で
行
く
し
か
な
か
っ
た
の
（
「
四
恩
の
識
溌
幅
二
部
の
大
曼

で
す
覆
第
十
七
次
遣
唐
使
が
宝
茶
羅
浄
遙
冨
願
塞
煮
駕
篭
崖
）
、

亀
十
年
毛
七
九
）
に
派
遣
さ
れ
て
す
な
わ
ち
、
人
び
と
の
願
い
を
桓

か
ら
二
十
年
余
り
も
行
わ
れ
て
い
武
天
皇
が
聞
き
入
れ
て
下
さ
り
、

ま
せ
ん
で
し
た
。
大
唐
に
行
く
こ
と
が
出
来
た
と
当

時
を
振
り
返
っ
て
述
べ
て
お
ら
れ

②
遣
唐
使
船
出
航
の
謎
ま
す
。
さ
ら
に
、
嵯
峨
天
皇
へ
の

弘
法
大
師
空
海
は
、
『
私
、
空
上
識
文
に
塁
海
幸
い
に
弾
筵
冠

海
は
去
る
延
暦
千
三
年
（
八
○
す
な
わ
ち
桓
武
突
皇
の
ご
恩
沢
を

理
夏
六
月
に
入
唐
の
大
使
藤
原
蕊
り
、
遠
く
大
唐
の
国
に
留
学
す

あ
ぐ
ん

朝
臣
に
随
っ
て
、
同
じ
箪
一
船
に
渦
瀝
と
を
督
蚕
々
』
（
「
国
家
の

乗
船
し
、
唐
国
に
向
け
出
発
い
た
奉
為
に
修
法
せ
ん
と
す
る
に
あ
た

し
ま
し
た
。
』
（
『
請
来
目
録
』
）
り
、
ご
許
可
を
請
う
上
表
文
」

と
述
べ
て
い
ま
す
が
、
当
時
ま
つ
『
性
霊
集
』
）
と
述
べ
て
い
る
こ

た
く
無
名
な
弘
法
大
師
空
海
が
な
と
な
ど
か
ら
推
察
す
る
と
、
弘
法

ぜ
大
使
と
共
に
第
一
船
に
乗
る
こ
大
師
空
海
は
桓
武
天
皇
に
遣
唐
使

と
が
出
来
た
の
か
は
不
思
議
な
こ
派
遣
の
重
要
性
と
必
要
性
を
上
奏

と
で
あ
り
、
大
き
な
謎
で
す
。
桓
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

武
天
皇
が
信
頼
を
置
い
た
最
澄
が
遣
唐
使
の
目
的
は
、
唐
の
先
進

第
二
船
に
乗
っ
て
い
た
こ
と
に
比
的
な
技
術
や
政
治
制
度
、
文
化
。

べ
て
破
格
な
扱
い
な
の
で
す
。
本
仏
教
経
典
強
ど
を
収
集
す
る
こ
と

で
童
し
か
し
、
弘
法
大
師
空
海

が
六
歳
の
時
に
第
十
七
次
遣
唐
使

が
派
遣
さ
れ
て
以
来
桓
武
天
皇
の

時
代
に
は
一
度
も
派
遣
さ
れ
て
い

ま
せ
ん
で
し
た
の
で
、
そ
の
必
要

性
を
弘
法
大
師
空
梅
は
桓
武
天
皇

に
嘆
願
し
て
、
遣
唐
使
の
派
遣
が

決
定
し
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

だ
か
ら
、
弘
法
大
師
空
海
は
遣
唐

使
を
派
遣
す
る
立
役
者
で
あ
っ
た

た
め
に
第
一
船
に
大
使
と
共
に
乗

船
で
き
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
の

で
す
や弘
法
大
師
空
海
添
乗
っ
た
第
一

船
は
三
十
四
日
間
漂
流
し
福
州
の

赤
岸
蝋
に
漂
着
し
ま
す
が
へ
海
賊

に
間
違
わ
れ
て
上
陸
が
許
さ
れ
ま

せ
ん
で
し
た
。
そ
こ
で
、
大
使
に

代
わ
っ
て
遣
唐
使
船
で
あ
る
こ
と

を
述
べ
た
代
筆
の
手
紙
を
書
き
ま

す
。
そ
の
素
購
ら
し
い
文
章
に
よ

り
遣
唐
使
船
と
認
め
ら
れ
入
唐
が

許
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
時
の
手
紙

（
『
福
州
の
観
察
使
に
与
ふ
る
が

為
紗
書
』
『
性
霊
集
』
）
や
、
長

安
の
都
に
入
京
で
き
る
者
の
リ
ス

ト
の
中
に
弘
法
大
師
空
海
の
名
前

が
無
か
っ
た
の
で
再
度
観
察
使
に






